
キャッチフレーズ

統一しすぎない、
今あるもの・記憶を残す

対象の地区

浪江町（全体）

大切な景観要素

日山、高瀬川、
今あるものを残す

守りたい景観・
つくっていきたい景観

浪江駅、学校、記録、
記憶、思い出、
空（青）、新緑

Aグループ
キャッチフレーズ

町民の生活感や
息づかいを感じる、

活気があり、
歩きたくなる新町通り

対象の地区

新町通り

大切な景観要素

人が歩く風景
子供達が寄り道
できる場所

歴史（水路→宿場町
→商店街）

守りたい景観・
つくっていきたい景観

人が歩きやすい
商人魂をくすぐる

地域の人がボトムアップでつくる
歴史を活かす

キレイな駅の東西／
人情感ある南北

Bグループ
キャッチフレーズ

道が暮らしをつくる

対象の地区

火伏道（裸参り）

大切な景観要素

隣のお家への道（おすそわけ）
行き止まりの道
→つながる道
空とつながる道

狭い道（譲り合いを生む）
橋が多い

守りたい景観・
つくっていきたい景観

新町通り
火除地（防災空地）を守る

裸参りのルート

Cグループ

浪江町の景観づくりワークショップご意見まとめ

大切な景観、好きな景観（主なもの）
請戸川リバーラインの桜 きれい
新町通り 人の活気
権現堂城址 子供の遊び場/裸参りのコース
サンプラザ 子供ワクワク
浪江駅 浪江に降りたら波の屋根
道路 せまい道も大切

カーニバルステーション 交流の場
裸参り 再開したい
丈六公園 眺望が良い
川添 鳥のさえずり
道の駅なみえ 今の浪江の象徴
高瀬川 四季で景観が変わる/釣り

請戸海岸/漁港 伝統/震災
大平山 友達を連れていく
日山 他の市町村とまたがり交流がある
田んぼ 空(青)と田んぼ(緑)のコントラスト

開催概要

日時：令和6年6月2日(日)

13:30～15:00

会場：浪江町役場2階大会議室

参加者：11名

当日のワークショップの流れ

1. 各自、好きな景観・大切な景観を選ぶ

2. グループごとに、守りたい景観・つくっていきたい景

観の地区や場所を一つ決める

3. 守りたい景観・つくっていきたい景観について、ど

のようにしていきたいか「キャッチフレーズ」をつくる

4. グループごとに、全体に向けて発表する


